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2.4.2 技術発展の状況 

 図 2.4.2-1 にパッド入り内張りのリサイクル設計に関する技術発展図を示す。 

 この図からみられるように、リサイクル促進では早くからウレタン系、オレフィン系樹

脂に注目した成型方法の開発は始まっていた。そして 1994 年ごろからはパッドの耐衝撃

性特性の向上、パッドの使用分野の拡大に注目が集まるようになった。しかし、これまで

のウレタン系樹脂やオレフィン系樹脂は熱硬化性であるため、リサイクル性に難点があっ

た。最近ではリサイクル性向上の観点から、熱可塑性のウレタン系、オレフィン系樹脂を

使用して耐衝撃性、経時劣化防止、歪み特性、接着性向上に着目した開発技術が盛んに出

現している。 

 素材の統一化の分野では、86 年に金属部品を使用しないで十分な衝撃特性を有する緩

衝材ならびに基材の技術が登場するが、最近になってドアトリムに取り付けられる腹部と

腰部のパッドの素材を同一の素材から形成する技術や、複数積層されるパッド構造をリサ

イクル容易なウレタン系とポリプロピレン樹脂で形成する技術が出現した。 

 リサイクル容易化樹脂は、本格的に注目されるようになったのは最近である。当初、熱

硬化性、可塑性の樹脂が用いられていたが、再生原料の樹脂特性、加工容易性、取り扱い

容易性から熱可塑性の特性を有する樹脂の使用がリサイクル性を向上させるとして、注目

されるようになった。 

 このように、リサイクル容易な樹脂関係の開発は、熱硬化性樹脂から熱可塑性樹脂へと

変換され、さらにパッドを取り巻く表皮材、異なる特性を有するパッドを同一系樹脂によ

り形成する技術へと移行すると考えられる。 

 また、ネジを使用するパッド取り付け構造における部品点数の削減は、早い時期から開

発が始まっていた。その後、各部品や構造に機能性を付加して、例えば、パッドの固定構

造が衝撃による脱落防止構造、膝保護プレートが昇降ブラケットの抵抗となり専用の支持

バネを不要とする構成等により部品の削減を実現している。最近の技術では、ステアリン

グホイールとエアバッグの一体化により部品点数の削減する技術がある。 

 取り外し容易性の技術は、ステアリングホイール用パッドの取り外し容易な構造、ドア

用インナパッドの取り外し容易な構造があり、古くはネジで締結した部分に工具が容易に

挿入できる位置に螺着体を形成する技術、クリップによるパッドの着脱、パッドの係合を

容易に外せるようにした部材の利用等が開発された。90 年に入ると発泡体を袋体に詰め

て発泡させパッドの取り外しを容易とする技術、ドアトリムに取り付ける複数のパッドを

一体に形成する技術、軽量化・燃費向上からウレタン性の空気袋による衝撃吸収体の開発

技術が登場した。最近では、パッドをコンパクトにしてワンタッチで取り付け、取り外し

できる技術がある。 

 材料の削減や部品の共有化に関する技術は、出願件数は少なくさほど注目されている開

発課題ではないと考えられる。 
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(1/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
84 89 91

リ
サ
イ
ク
ル
促
進

素
材
の
統
一
化

84.11.30
豊田合成
特公平2-51375
インサートと金型の
間隙に加圧流体を封
入 し 、 ウ レ タ ン
フォーム材料を注入
する。

89.6.6
東レ
特許2569806
パッド材を、第一、第
二のポリオレフィン系
発泡材で形成する。

91.4.22
豊田合成
特許2541027
ステアリングホイール
の脆性部材の孔部周縁
にリング状のインサー
ト体を配置する。

ポリプロピレン系

ポリウレタン系

86.4.25
イノアックコーポレー
ション
実公平5-39878
マット状繊維補強材に
浸けた基材上に表皮を
硬化、積層する。

86.7.3
イノアックコーポレー
ション
実公平4-15471
合成樹脂内に長繊維補
強材を埋設した基材に
発泡材を積層する。

91.12.16
東海化成工業
特許2506288
ヘッドレストの製造に
おいて、表皮材の自由
端を塞いでウレタン発
泡体を発泡させる。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(2/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
92 94

#1

#2

#3

#4

92.3.2
豊田合成
特許2606042
ホーンパッドは、
ウレタン製の被覆
層とPP製インサー
トから構成する。

94.11.3(優先権日)
クンストシュトッフ
ウェ ル ク カッ ツ
バッハ(ドイツ)
特許3076865
ドアカウリング部材
をポリスチロール、
ポリフェニレン酸化
物。

94.8.25
三菱自動車工業
特許2979970
自動車のピラーの車
室側に、長手方向に
延在するクッション
体を装着する。

94.11.24
東海ゴム工業
特開平8-142784
車室内側面の覆
い、その表皮体の
外表面に発泡ウレ
タンのパッドを被
着する。

94.7.11
日本発条
特開平8-26054
ピラー等のピラー
カバーを、ポリウ
レタン合成樹脂で
構成する。

ポリスチレン系

94.10.18
イノアックコーポレー
ション
特開平8-118523
表皮と同系素材からな
る中間独泡型発泡樹脂
層を使用する。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(3/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
94 95

#1

#2

#3

#4

94.12.22
イノアックコーポ
レーション
特開平8-174577
パッドのウレタン発
泡体を、表皮とパッ
ド設置間で発泡形成
する。

95.3.27
ダイハツ工業
特開平8-258741
ピラーインナーパネ
ルにウレタンパッド
等の緩衝部材を取り
付ける。

95.5.30
鈴木自動車工業
特開平8-324368
ニーボルスター間の緩
衝材を発泡スチロー
ル、発泡ウレタンによ
り構成する。

95.12.18
東京シ－ト
特開平9-164889
発 泡性ウ レタン製
クッションパッドの
縁取りをポリプロピ
レンで縁取りする。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(4/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
96 97 98

96.12.27
ティ　エス　テック
特開平10-181491
ABS樹脂やポリプロ
ピレン等のライニン
グ基板に撓みガイド
部材を設ける。

96.7.31
トヨタ自動車
特開平10-44896
硬質ポリウレタン
フォームのパッド
を、乗員の腰部、
腹部に配置する。

97.1.31
いすゞ自動車
特開平10-217880
ルーフパネル側に、
ポリプロピレン等の
衝撃吸収パッドを配
設する。

98.11.27
本田技研工業
特開2000-158968
シフトレバーの
ボックスとノブ
を合成樹脂で形
成。

98.2.27
いすゞ自動車
特開平11-245748
保護カバーのフラ
ンジ部に溝を形成
し、表面クラック
を防止する。

98.7.17
三菱自動車工業
特開2000-33883
一体成型された
樹脂製ピラート
リムを得る。

98.3.12
イノアックコー
ポレーション
特許2960916
熱可塑性ウレタ
ン樹脂に、流動
調整剤と流動付
与剤を混合。

98.7.23
ブリヂストン
特開2000-95048
衝撃吸収パッド
を、特定形状の
硬質ポリウレタ
ンフォームより
形成。

98.9.10
河西工業
特開2000-85488
内装部品の基材
の裏面に、硬質
ポ リ ウ レ タ ン
フォームの衝撃
吸収パッドを貼
着する。

98.9.30
キョ－ラク
特開2000-108826
衝撃吸収体は、
熱可塑性樹脂を
ブロー成型によ
り一体成型。

98.8.31
住友化学工業
特開2000-71908
熱可塑性樹脂の衝
撃吸収体を複数の
特定リブで形成す
る。

合成樹脂

97.10.30
カルソニック
特開平11-129841
弾性パッド及び表皮
を、それを取り付ける
樹脂製パネルの材質を
同じにする。

98.4.1
三菱自動車工業
特開平11-286217
ドアインナパネル
内の腹部と腰部の
パッド素材を１つ
の素材から形成す
る。

98.5.14
日産自動車
特開平11-321500
熱可塑性樹脂のト
リムに、分割され
た樹脂系の吸収体
を設ける。

パッド
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(5/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
85 86 89

リ
サ
イ
ク
ル
容
易
化
樹
脂

部
品
点
数
の
削
減

84.7.18
日本発条
特公平4-2465
ハンドルを、変形金
属フレームと弾性変
形可能な衝撃吸収材
料で構成する。

85.9.26
日本プラスト
実公平3-23414
パッドに設けたくの
字状係止部材をホ
イール本体の取付孔
に挿通する。

パッド

86.10.7
豊田合成
実公平6-23495
ホーンボタン取付部に
インテグラルヒンジ部
を設けることにより、
ねじを削減する。

89.10.28
豊田合成
実公平6-21794
ステアリングホイー
ル の パッ ド係 止脚
を、パッド本体に対
してねじ止めする。

89.11.13
日本プラスト
実登2505907
パッドを取り付ける
際に、係止ねじの先
端部を取付部材の係
止孔に嵌合する。

一体化
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(6/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
90 91

#1

#2

#3

90.10.30
日本プラスト
実公平6-42923
１つ以上のクランプ
スプリングにより、
パッド外れ防止弾性
体を構成する。

90.11.13
日産自動車
特許2679398
ニープロテクタの底
壁が対向する一対の
側壁の底部に一体固
定される。

91.2.26
日本プラスト
実登2555872
ステアリングホイー
ル本体の取付用係止
部と係合部との間に
取付板を固定的に挟
持する。

91.7.30
日本プラスト
実登2564226
ステアリングホイー
ル本体側の係合部の
間に取付板を挟持
し、パッド体を定位
置にする。

91.8.15
日本発条
実登2555975
ホーンパッドと一体
に埋設される取付基
部と金属吸収体を設
ける。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(7/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
93 94 95

#1

#2

#3

95.2.27
名古屋油化　他
特開平8-231746
緩衝材をポリスチレン
等の熱可塑性プラス
チックで形成する。

93.10.25
日本精工
実登2599600
膝保護プレートのプラ
ケットが衝撃を吸収
し、ステアリングコラ
ムの前方変位を許容。

94.12.14
鈴木自動車工業
特開平8-164811
ニーボルトスター後
端部を二股形状に
し、ステー前端部を
支持部材に固着。

94.3.24
東京シート
特開平7-257176
クッションパッドを被
取付体に溶着し、端末
を被取付体の凹溝内に
収納固定。

95.12.26
日産自動車
特開平9-175298
複数に分割した緩
衝材をドアパネル
に配置する。

95.3.24
アラコ
特開平8-258634
ウレタンフォームか
らなる成形天井材の
上部を肉薄にする。

95.7.31
豊田合成
特開平9-39700
パッド本体と支持プ
レートとは、インテ
グラルヒンジを介し
て一体成形される。

ニープロテクタ
ドア

ポリウレタン
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(8/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
96 98

96.6.21
富士重工業
特開平10-6895
表皮総武の裏面にオレ
フィン系熱可塑性エラ
ストマをフォームと一
体に形成する。

97.7.30
豊和繊維工業
特開平11-48876
天井用芯材に、半硬質
板状ウレタンフォーム
にスチレン系共重合
フィルムのラミネート
を使用する。

98.9.30
マツダ
特開2000-170815
衝撃吸収材の樹脂を、
ポリプロピレン等を主
体とする樹脂から形成
する。

ポリオレフィン系

ポリスチレン系

96.10.9
センサー　テクノロジー
実登3036675
ステアリングホイールの把持
部およびボス部のスポーク間
でエアバッグを保持する。

96.7.25
アラコ
特開平10-35280
ドアトリムのオーナメ
ント部をドアトリムの
製造工程で製作する。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(9/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
85 86 89

材
料
削
減

部
品
の
共
有
化

取
り
外
し
容
易
性

79.12.19
トヨタ自動車
実公昭60-7255
本体の窓穴部から締
め付け工具が挿入で
きる位置に螺着部を
設置。

81.9.1
日立化成工業　他
特公昭62-20926
パッド取付けクリッ
プの脚部にテーパー
部を設け、押圧によ
り取り外す。

88.4.28
豊田合成
実公平5-11749
パッドの係止片を、
ステアリングホイー
ル本体の係止孔に、
上方から挿入、固定
する。

89.11.16
泉自動車
実公平8-6671
パッドは、クランプ
スプリングの立上が
り片をアームに設け
た凸型溝の小穴と係
合する。

パッド

81.3.16
日産自動車　他
特公昭61-19423
可撓性エポキシ系樹脂の
補強樹脂層の下に、ビー
ド形成材を添わせる。

87.11.26
西川化成
特公平4-11086
ニープロテクターは、
その芯材に繊維強化材
を介して熱硬化性樹脂
を覆う構成とする。

84.7.20
マツダ
実公平5-7086
弾性体の硬度を調整するこ
とにより、車種による採用
部品の共有化が図れる。
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(10/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
90 91

#1

#2

#3

#4

91.5.15
日産自動車
特許2927037
注入口より袋体に発
泡剤を充填して発泡
させる。

91.6.7
泉自動車
実登2545192
ねじの先端を、ね
じ挿入穴に挿入す
ることにより、容
易に取り外す。

ドア
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図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(11/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
93 94 95

#1

#2

#3

#4

芯材

パッド

94.8.22
鈴木自動車工業
特開平8-58370
サイドドアのインナ
パネルの作業穴に衝
撃緩衝材の一部を突
出させる。

93.3.18
河西工業
実登2577020
ストッパーリブの車幅
方向に撓みを許容する
肉抜き部を設け、ウエ
スト部を肉薄にする。



123 

図 2.4.2-1 パッド入り内張りにおける技術発展図(12/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願年 日付は出願日または優先権主張日
96 98

96.9.3
ジェイエスピー
特開平10-76892
ドアトリムに取り付ける
クッションパッドを一体成
形パッドとする。

96.9.5
枝並　由香
特開平10-76891
自動車のボディーの内
側ドア部分、バンパー
内にウレタン製等の空
気袋を入れる。

97.12.29
ティ　エス　テック
特開平11-192839
センタパッドに樹脂
プレートを止め、さ
らにドアライニング
にカシメ止めする。

98.1.16
河西工業
特開平11-198748
センターピラーリ
ムロアの内側に、
衝撃吸収パッドを
ワンタッチで取り
付け。

98.12.25
ティ　エス　テック
特開2000-190796
ドアライニングにお
いて、ボスと取付片
と緩衝材の貫通孔を
重ね、ねじ止め。

一体化

ウレタン袋

97.10.31
日泉化学
特開平11-129840
衝撃により変形、座屈して
衝撃を吸収する凸を樹脂
シート基材に形成する。
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表 2.4.2-1 にパッド入り内張りのリサイクル設計の代表図面を示す。 

表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(1/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

89.6.6
車輛用内装材及び成形方
法
東レ
特許2569806
●パッド材を、第一、第
二のポリオレフィン系発
泡材で形成する。

91.12.16
表皮一体発泡成形体の製
造方法
東海化成工業
特許2506288
●ヘッドレストの製造に
おいて、表皮材の自由端
を塞いでウレタン発泡体
を発泡させる。

91.4.22
ウレタン製ステアリング
ホイール
豊田合成
特許2541027
●ステアリングホイール
の脆性部材の孔部周縁に
リング状のインサート体
を配置する。

92.3.2
インサート成形品の製造
方法
豊田合成
特許2606042
●ホーンパッドは、ウレ
タン製の被覆層とPP製イ
ンサートから構成する。

94.7.11
自動車用ピラーカバー装
置
日本発条
特開平8-26054
●ピラー等のピラーカ
バーを、ポリウレタン合
成樹脂で構成する。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(2/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

94.8.25
車室内の衝撃エネルギ吸
収構造
三菱自動車工業
特許2979970
●自動車のピラーの車室
側に、長手方向に延在す
るクッション体を装着す
る。

94.11.3(優先権日)
自動車のカウリング部
材、特にドアカウリング
支持体
クンストシュトッフウェ
ルク カッツバッハ(ドイ
ツ)
特許3076865
●ドアカウリング部材を
ポリスチロールまたはポ
リフェニレン酸化物とす
る。

94.11.24
衝撃吸収構造体
東海ゴム工業
特開平8-142784
●車室内側面の覆い、そ
の表皮体の外表面に発泡
ウレタンのパッドを被着
する。

94.12.22
パッド付きプラスチック
成形品およびその製造方
法
イノアックコーポレー
ション
特開平8-174577
●パッドのウレタン発泡
体を、表皮とパッド設置
間で発泡形成する。

95.3.27
ピラーインナーパネルの
衝撃吸収装置
ダイハツ工業
特開平8-258741
●ピラーインナーパネル
にウレタンパッド等の緩
衝部材を取り付ける。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(3/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

95.5.30
自動車用ニーボルスター
装置
鈴木自動車工業
特開平8-324368
●ニーボルスター間の緩
衝材を発泡スチロール、
発泡ウレタンにより構成
する。

95.12.18
車内装用パッド部品
東京シート
特開平9-164889
●発泡性ウレタン製クッ
ションパッドの縁取りを
ポリプロピレンで縁取り
する。

96.7.31
車両の衝撃エネルギ吸収
構造
トヨタ自動車
特開平10-44896
● 硬 質ポ リ ウ レ タン
フォームのパッドを、乗
員の腰部および腹部に対
応する車両の部位に配置
する。

96.12.27
車内装用ライニング
ティ　エス　テック
特開平10-181491
●ABS樹脂やポリプロピレ
ン等のライニング基板に
撓みガイド部材を設け
る。

97.1.31
車両のルーフ衝撃吸収構
造
いすゞ自動車
特開平10-217880
●ルーフパネル側に、ポ
リプロピレン等の衝撃吸
収パッドを配設する。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(4/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

98.2.27
乗員保護装置の保護カ
バー構造
いすゞ自動車
特開平11-245748
●保護カバーのフランジ
部に溝を形成し、表面ク
ラックを防止する。

98.7.17
樹脂製ピラートリム
三菱自動車工業
特開2000-33883
●一体成型された樹脂製
ピラートリムを得る。

98.7.23
衝撃吸収パッド
ブリヂストン
特開2000-95048
●衝撃吸収パッドを、特
定形状の硬質ポリウレタ
ンフォームにより形成す
る。

98.8.31
衝撃吸収構造体及びその
用途
住友化学工業
特開2000-71908
●熱可塑性樹脂の衝撃吸
収体を複数の特定リブで
形成する。

98.9.10
自動車用内装部品
河西工業
特開2000-85488
●内装部品の基材の裏面
に、硬質ポリウレタン
フォームの衝撃吸収パッ
ドを貼着する。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(5/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

98.9.30
車両用衝撃吸収体
キョーラク
特開2000-108826
●衝撃吸収体は、熱可塑
性樹脂をブロー成型によ
り一体成型する。

98.11.27
車両用変速操作装置の衝
撃力吸収構造
本田技研工業
特開2000-158968
●シフトレバーのボック
スとノブを合成樹脂で形
成する。

86.10.7
ステアリングホイールの
ホーンスイッチ
豊田合成
実公平6-23495
●ホーンボタン取付部に
インテグラルヒンジ部を
設けることにより、ねじ
を削減する。

89.10.28
ステアリングホイールに
おけるパッドの取付構造
豊田合成
実公平6-21794
●ステアリングホイール
のパッド係止脚を、パッ
ド本体に対してねじ止め
する。

89.11.13
ステアリングホイール
日本プラスト
実登2505907
●パッドを取り付ける際
に、係止ねじの先端部を
取付部材の係止孔に嵌合
する。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(6/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

90.10.30
ステアリングホイール
日本プラスト
実公平6-42923
●１つ以上のクランプス
プリングにより、パッド
外れ防止弾性体を構成す
る。

90.11.13
自動車用ニープロテクタ
日産自動車
特許2679398
●ニープロテクタの底壁
が対向する一対の側壁の
底部に一体固定される。

91.2.26
ステアリングホイール
日本プラスト
実登2555872
●ステアリングホイール
本体の取付用係止部と係
合部との間に取付板を固
定的に挟持する。

91.7.30
ステアリングホイール
日本プラスト
実登2564226
●ステアリングホイール
本体側の係合部の間に取
付板を挟持し、パッド体
を定位置にする。

91.8.15
ステアリングホイール装
置
日本発条
実登2555975
●ホーンパッドと一体に
埋設される取付基部と、
金属吸収体を設ける。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(7/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

93.10.25
チルト式ステアリングコ
ラム装置
日本精工
実登2599600
●膝保護プレートのプラ
ケットが衝撃を吸収し、
ステアリングコラムの前
方変位を許容する。

94.12.14
ニーボルスターの構造
鈴木自動車工業
特開平8-164811
●ニーボルトスター後端
部を二股形状にし、ス
テー前端部を支持部材に
固着する。

94.3.24
クッションパッドの取付
方法
東京シート
特開平7-257176
●クッションパッドを被
取付体に溶着し、端末を
被取付体の凹溝内に収納
固定する。

95.12.26
車両側面の乗員保護構造
日産自動車
特開平9-175298
●複数に分割した緩衝材
をドアパネルに配置す
る。

95.3.24
車両用の成形天井材
アラコ
特開平8-258634
●ウレタンフォームから
なる成形天井材の側面を
肉厚にする。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(8/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

95.7.31
ステアリングホイールの
パッド
豊田合成
特開平9-39700
●パッド本体と支持プ
レートとは、インテグラ
ルヒンジを介して一体成
形される。

96.10.9
エアバッグ装置一体型ス
テアリングホイール
センサー　テクノロジー
実登3036675
●ステアリングホイール
の把持部及びボス部のス
ポーク間でエアバッグを
保持する。

96.7.25
ドアトリム
アラコ
特開平10-35280
●ドアトリムのオーナメ
ント部をドアトリムの製
造工程で製作する。

89.11.16
ステアリングホイールへ
のホーンパッド取付構造
泉自動車
実公平8-6671
●パッドは、クランプス
プリングの立上がり片を
アームに設けた凸型溝の
小穴と係合する。

91.5.15
自動車用ドアの緩衝材形
成方法
日産自動車
特許2927037
●注入口より袋体に発泡
剤を充填して発泡させ
る。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(9/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

91.6.7
ステアリングホイールへ
のホーンパッド取付構造
泉自動車
実登2545192
●ねじの先端をねじ挿入
穴に挿入させることによ
り、容易に取り外し可能
とする。

96.9.3
衝撃吸収ドアトリム構造
及びドアトリム
ジエイエスピー
特開平10-76892
●ドアトリムに取り付け
るクッションパッドを一
体成形パッドとする。

96.9.5
エ ア ーク ッ シ ョ ンボ
ディー
枝並　由香
特開平10-76891
●自動車のボディーの内
側ドア部分、バンパー内
にウレタン製等の空気袋
を入れる

97.12.29
ドアライニングにおける
センターパッドの取付構
造
ティ　エス　テック
特開平11-192839
●センタパッドに樹脂プ
レートを止め、さらにド
アライニングにカシメ止
めする。

98.1.16
ピラートリムにおける衝
撃吸収パッドの取付構造
河西工業
特開平11-198748
●センターピラーリムロ
アの内側に、衝撃吸収
パッドをワンタッチで取
り付ける。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(10/12) 
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出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

98.12.25
車両用内装部品の緩衝材
取付構造
ティ　エス　テック
特開2000-190796
●ドアライニングにおい
て、ボスと取付片と緩衝
材の貫通孔を重ね、ねじ
止めする。

94.10.18
表皮材及びそれを用いた
内装材並びにその製造方
法
イノアックコーポレー
ション
特開平8-118523
●表皮と同系素材からな
る中間独泡型発泡樹脂層
を使用する。

97.10.30
車両用内装材
カルソニック
特開平11-129841
●弾性パッド及び表皮
を、それを取り付ける樹
脂製パネルの材質を同じ
にする。

98.4.1
エネルギー吸収用パッド
三菱自動車工業
特開平11-286217
●ドアインナパネル内の
腹部と腰部のパッド素材
を１つの素材から形成す
る。

98.5.14
自動車用トリム構造
日産自動車
特開平11-321500
●熱可塑性樹脂のトリム
に、分割された樹脂系の
吸収体を設ける。
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表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(11/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

95.2.27
緩衝材
名古屋油化　他
特開平8-231746
●緩衝材をポリスチレン
等の熱可塑性プラスチッ
クで形成する。

96.6.21
表皮
富士重工業
特開平10-6895
●表皮総武の裏面にオレ
フィン系熱可塑性エラス
トマをフォームと一体に
形成する。

97.7.30
自動車の成形天井用芯材
豊和繊維工業
特開平11-48876
●天井用芯材に、半硬質
板状ウレタンフォームに
スチレン系共重合フィル
ムのラミネートを使用す
る。

98.9.30
ポリオレフイン樹脂組成
物
マツダ
特開2000-170815
●衝撃吸収材の樹脂を、
ポリプロピレン等を主体
とする樹脂から形成す
る。

93.3.18
自動車用ドアトリム
河西工業
実登2577020
●ストッパーリブの車幅
方向に撓みを許容する肉
抜き部を設け、ウエスト
部を肉薄にする。



135 

表 2.4.2-1 パッド入り内張の代表図面(12/12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願日
発明等の名称
出願人
公報番号
●概要

代表図面

94.8.22
車体側部のエネルギー吸
収構造
鈴木自動車工業
特開平8-58370
●サイドドアのインナパ
ネルの作業穴に衝撃緩衝
材の一部を突出させる。

97.10.31
衝撃吸収部材
日泉化学
特開平11-129840
●衝撃により変形、座屈
して衝撃を吸収する凸を
合成樹脂シート基材に形
成する。


